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尊
重
さ
れ
て
い
な
い
」「
連
続
五
回
か
ら
六
回
の
夜

間
作
業
が
組
ま
れ
る
な
ど
の
事
象
も
見
受
け
ら
れ

る
」「
プ
ロ
パ
ー
育
成
が
進
ん
で
い
な
い
」
な
ど
、

現
状
の
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
挨
拶
。

経
過
及
び
会
計
に
つ
い
て
、
伏
見
事
務
長
か
ら
報

告
を
受
け
全
体
で
承
認
。
そ
の
後
、
保
線
、
建
築
・

機
械
、
電
気
の
各
系
統
ご
と
の
分
散
会
を
行
い
、
分

散
会
報
告
と
併
せ
再
び
全
体
討
論
を
行
っ
た
。
全
体

的
に
、
今
職
場
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
保
安
体
制

の
確
立
」
名
目
の
勤
務
時
間
の
シ
フ
ト
に
つ
い
て
、

勤
務
取
扱
上
の
問
題
点
や
疑
問
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

新
役
員
体
制
を
確
認
し
、
第
二
部
は
お
酒
を
交
え

た
交
流
へ
。

会
議
で
の
緊
張
し
た
面
持
ち
と
違
い
、
お
酒
の
力

も
借
り
て
か
？
み
ん
な
に
こ
や
か
に
会
話
が
飛
び
交

っ
て
い
た
。

最
後
に
鈴
木
議
長
の
「
今
日
集
ま
っ
た
み
ん
な
で
、

労
働
条
件
の
改
善
を
し
て
い
こ
う
」
の
集
約
で
、
新

た
な
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

五
月
二
八
日
、
北
区
滝
野
川
会
館
に
て
東
京
地
本

出
向
者
連
絡
会
の
第
三
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

村
木
役
員
の
司
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
阿
部
執
行
委

員
長
の
主
催

者
挨
拶
、
宮

�
出
向
連
担

当
、
電
気
・

工

務

両

職

協
、
各
地
区

本
部
出
向
連

代
表
と
挨
拶

が
続
き
、
鈴

木
出
向
連
議

長
は
、
「
こ

の
一
年
間
で

新
た
な
出
向

発
令
が
出
さ

れ
る
な
ど
、

本
人
希
望
が

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
に
展
開
し
て
い
る
東
京
地

本
キ
ャ
ラ
バ
ン
独
自
行
動
も
、
残
る
行
動
は
わ
ず
か

に
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
都
内
各
地
で
訴
え
る
こ

と
を
通
じ
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
」

「
こ
の
時
期
を
逃
さ
ず
政
府
の
責
任
に
よ
る
政
治
の

場
に
お
け
る
解
決
」
を
強
く
訴
え
て
き
た
。
池
袋
駅

東
口
で
の
宣
伝
行
動
で
は
、「
長
い
間
頑
張
っ
て
い

ま
す
ね
」
と
ご
婦
人
か
ら
五
千
円
の
カ
ン
パ
を
頂
く

な
ど
、
訴
え
続
け
る
こ
と
で
応
え
て
く
れ
る
人
た
ち

の
存
在
が
見
え
、
自
信
の
持
て
る
結
果
に
次
々
と
繋

が
っ
て
き
て
い
る
。

六
月
一
四
日
に
は
、
各
地
区
本
部
・
支
部
で
創
意

工
夫
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
一
五
日
と
一
六
日

は
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
一
五
時
三
〇
分
ま
で
衆
議
院

議
員
会
館
前
で
座
り
込
み
行
動
、
一
六
日
一
八
時
三

〇
分
か
ら
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
集
約
集
会
が
開
催
さ
れ
る
。

全
力
で
集
中
し
よ
う
。

け
つ
け
た
。

若
干
の
遅
れ
な
が
ら
、
地
域
間
異
動
で
弘
前
に
帰

っ
た
仲
間
も
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が

る
催
し
と
な
っ
た
。

三
名
の
仲
間
に
は
、
東
日
本
本
部
・
東
京
地
本
・

新
橋
支
部
か
ら
国
労
手
帳
と
バ
ッ
ジ
が
手
渡
さ
れ

た
。こ

ん
な
楽
し
い
飲
み
会
な
ら
、
毎
月
で
も
参
加
し

た
い
と
の
声
が
あ
ち
こ
ち
で
出
て
い
た
。

五
月
一
八
日
、
東
京
車
掌
区
分
会
主
催
で
、
国
労

に
加
入
し
た
三
名
の
仲
間
の
歓
迎
と
、
各
職
場
に
配

転
し
た
二
〇
名
の
仲
間
の
送
別
会
、
そ
し
て
残
っ
た

三
〇
名
の
仲
間
の
激
励
会
を
一
挙
に
行
う
、
大
歓
迎

送
別
激
励
会
が
、
裸
で
温
泉
に
浸
か
り
、
そ
の
後
酒

を
酌
み
交
わ
す
と
い
う
趣
向
で
、
大
々
的
に
挙
行
さ

れ
た
。

国
労
に
加
入
し
た
三
名
の
仲
間
は
も
と
よ
り
、
配

転
さ
れ
た
職
場
の
国
労
分
会
役
員
、
東
日
本
本
部
と

そ
の
青
年
部
、
東
京
地
本
、
新
橋
支
部
も
激
励
に
駆

五
月
一
五
日
朝
一
〇
時
三
〇
分
、
新
橋
駅
Ｓ
Ｌ
広

場
を
皮
切
り
に
、
国
鉄
闘
争
勝
利
に
向
け
た
東
京
地

本
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
は
ス
タ
ー
ト
。

上
京
闘
争
団
は
、
札
幌
か
ら
伊
藤
さ
ん
・
清
水
さ

ん
、
鳥
栖
か
ら
江
藤
さ
ん
、
筑
豊
か
ら
武
末
さ
ん
が

参
加
。
ま
た
東
京
闘
争
団
か
ら
原
田
さ
ん
と
平
石
さ

ん
が
参
加
。
全
国
闘
争
団
連
絡
会
議
か
ら
は
神
宮
議

長
も
か
け
つ
け
、
新
橋
・
上
野
・
横
浜
・
八
王
子
・

大
宮
・
大
船
工
場
の
地
区
本
部
や
支
部
か
ら
総
勢
五

〇
名
以
上
の
参
加
で
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
時
効
が
、
今
年
一
二
月
に
迫
っ
て
い
る
。
国
労
は
、
こ
の
時
機
に
お
け
る

一
日
も
早
い
解
決
を
目
指
し
、
五
月
八
日
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
実
現
す
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
行
動
」
を
、
北
海
道
・
函
館
を
基
点
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
九
州
も
順
次
取
り
組
み
を
行
い
、

六
月
一
六
日
の
日
比
谷
野
音
「
集
結
集
会
」
に
結
集
す
る
。

東
京
地
本
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
連
動
し
、
首
都
圏
に
お
け
る
流
れ
を
創
り
出
す
べ
く
、
五
月

一
五
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
、
四
週
間
連
続
の
駅
頭
宣
伝
・
省
庁
前
行
動
・
二
三
区
内
オ
ル
グ
行

動
な
ど
を
取
り
組
み
、
早
期
解
決
の
実
現
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
き
て
い
る
。

池袋駅頭での宣伝行動
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知
ら
せ
ろ
。
猶
予
は
一
週
間
程
度
、
と
『
回
答
』
し

て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
福
原
氏
は
四
月
二
八
日
再
び
公
開

質
問
書
を
発
し
、
①
四
月
二
二
日
に
回
答
を
受
け
取

っ
た
。
②
“
う
な
ぎ
”
を
注
文
し
た
の
に
“
ど
じ
ょ

う
”
が
出
て
き
た
。
公
開
討
論
の
前
段
の
取
り
組
み

に
何
ら
答
え
な
い
、「
何
と
不
遜
で
不
誠
実
か
」。
③

要
領
も
一
方
的
に
決
め
付
け
、
公
開
討
論
も
「
用
意

が
あ
る
」
と
、
曖
昧
な
表
現
で
あ
り
、
こ
の
場
を
自

己
批
判
や
糾
弾
の
場
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
④

「
権
力
の
手
先
」「
組
織
破
壊
者
」
と
デ
ッ
チ
上
げ
た

事
を
反
省
し
謝
罪
し
撤
回
せ
よ
。
ま
た
、
前
回
の
公

開
質
問
に
全
て
回
答
せ
よ
。
⑤
四
月
六
日
付
け
の
公

開
質
問
に
答
え
、
以
降
は
松
崎
氏
と
Ｊ
Ｒ
総
連
幹
部

と
や
り
と
り
を
行
っ
た
方
が
効
率
的
で
わ
か
り
や
す

い
。
⑥
「
公
開
討
論
」
の
き
っ
か
け
に
な
る
「
小
説

労
働
組
合
」
に
対
し
て
行
っ
た
「
配
ら
せ
る
な
」

「
読
ま
せ
る
な
」「
撤
回
・
回
収
せ
よ
」
を
直
ち
に
撤

回
し
、
よ
り
多
く
の
組
合
員
に
読
ま
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
。
⑦
前
提
条
件
が
整
え
ば
公
開
討
論
に
応
ず
る

が
、
ま
ず
回
答
せ
よ
。
⑧
、
こ
の
や
り
取
り
が
全
組

合
員
の
目
に
ふ
れ
る
よ
う
公
開
せ
よ
・
・
・
と
。

か
つ
て
の
仲
間
ど
う
し
の
醜
い
争
い
に
す
ぎ
な
い

が
、
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）
が

関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
組
合

に
は
も
う
未
来
は
無
い
。
早
々
に
縁
を
切
り
、
国
鉄

労
働
組
合
に
結
集
し
よ
う
。

第
七
七
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

昨
年
を
上
回
る
結
集
と
な
っ
た
。

国
労
東
京
・
阿
部
委
員
長
は
「
鉄
道
事
故
、
子
供

に
対
す
る
凶
悪
犯
罪
、
建
築
物
の
耐
震
偽
装
事
件
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
や
官
製
談
合
、
安

全
無
視
の
企
業
風
土
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、
政
治
の

退
廃
な
ど
、
小
泉
内
閣
が
推
し
進
め
る
民
営
化
・
規

制
緩
和
と
密
接
不
可
分
で
あ
り
、
働
く
も
の
が
主
人

公
と
な
る
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
へ
の
転
換
に
向

け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
情
勢
の
も
と
で

の
メ
ー
デ
ー
。
今
春
闘
は
一
部
ベ
ア
を
勝
ち
取
り
、

派
遣
や
パ
ー
ト
労
働
者
の
待
遇
改
善
が
注
目
さ
れ

た
。
二
〇
年
目
に
入
っ
た
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に
つ
い

次
に
、
都
労
連
・
増
淵
委
員
長
の
連
帯
挨
拶
、
東

京
都
・
成
田
産
業
労
働
局
長
と
福
島
み
ず
ほ
参
議
院

議
員
が
来
賓
挨
拶
。

決
意
表
明
で
は
、
国
労
闘
争
団
・
小
野
副
議
長
も

熱
意
の
こ
も
っ
た
訴
え
を
行
っ
た
。

「
メ
ー
デ
ー
を
『
闘
い
の
広
場
』
と
位
置
付
け
、

労
働
者
の
幅
広
い
結
集
と
一
層
の
団
結
と
闘
い
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
採
択
後
、
全
労

協
・
藤
崎
議
長
の
音
頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱

し
、
土
橋
ま
で
デ
モ
を
行
い
散
会
し
た
。

今
年
は
例
年
よ
り
も
よ
り
多
く
の
参
加
者
の
た

め
、
デ
モ
終
了
が
大
幅
に
遅
れ
る
、
う
れ
し
い
事
態

と
も
な
っ
た
。

「
小
説
　
労
働
組
合
」
に
つ
い
て
、
谷
川
忍
（
本

の
筆
者
）
こ
と
福
原
福
太
郎
宛
に
「『
小
説
　
労
働

組
合
』
に
関
す
る
公
開
質
問
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
が
、
四
月
六
日
、
福
原
福

太
郎
氏
が
反
論
の
公
開
質
問
を
し
た
模
様
。
こ
れ
も

「
嶋
田
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。①

三
月
二
八
日
に
文
書
を
受
け
取
っ
た
。

②

こ
の
公
開
質
問
書
が
本
物
か
偽
者
か
見
分
け

が
つ
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
発
刊
か
ら
す
で
に
九

ヵ
月
も
経
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
こ
の
一
五
名
の

中
に
は
「
国
鉄
改
革
を
完
遂
し
、
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動

の
今
後
に
責
任
を
も
つ
」
な
ど
と
は
言
え
な
い
方

が
い
る
こ
と
。
一
五
名
の
住
所
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。
ま
し
て
や
、
自
分
の
住
所
が
何

故
判
っ
た
の
か
。

③

真
剣
に
討
論
す
る
決
意
と
誠
意
が
あ
る
な
ら
、

な
ぜ
、
有
志
の
中
に
松
崎
明
氏
が
入
っ
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
質
問
書
で
の
松
嵜
な
る
人
物
は
知
ら
な

い
し
、
松
崎
さ
ん
な
ら
な
ぜ
松
嵜
と
し
た
の
か
。
公

開
討
論
な
ら
望
む
と
こ
ろ
。

④
こ
の
質
問
書
の
問
題
は
、
き
わ
め
て
一
方
的
・

威
嚇
的
・
独
善
的
で
あ
り
、
か
つ
て
私
に
対
し
て

「
権
力
の
手
先
」「
組
織
破
壊
者
」
と
決
め
付
け
、
長

期
に
わ
た
る
組
織
を
あ
げ
て
の
種
々
の
イ
ヤ
ガ
ラ
セ

に
反
省
の
一
片
も
な
い
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
今
日

の
危
機
的
状
況
を
も
た
ら
し
た
内
的
要
因
へ
の
認
識

が
な
い
。
し
か
し
、
公
開
さ
れ
た
場
で
松
崎
明
氏
と

討
論
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
思
っ
た
。

⑤
以
上
に
つ
い
て
、
早
急
な
回
答
を
求
め
る
。

と
い
う
文
書
。

こ
の
文
章
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
総
連
・
東
労
組
の
実
態
が

垣
間
見
え
る
。

そ
の
後
四
月
二
一
日
、
何
と
前
述
し
た
「
国
鉄
改

革
を
完
遂
し
、
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
の
今
後
に
責
任
を
持

つ
有
志
一
同
」
の
代
表
か
ら
、『
回
答
』
が
寄
せ
ら

れ
、「
我
々
有
志
と
の
公
開
討
論
を
拒
み
、
不
遜
に

も
松
崎
明
氏
と
の
公
開
討
論
を
求
め
て
い
る
」
と
、

思
い
上
が
る
な
と
恫
喝
し
な
が
ら
、
会
場
は
何
と

「
目
黒
さ
つ
き
会
館
大
会
議
室
」
で
、
参
加
人
数
を

て
、
昨
年
の
九
・
一
五
判
決
を
契
機
に
関
係
者
の
総

団
結
に
よ
る
二
・
一
六
集
会
、
四
・
四
全
国
集
会
の

成
功
を
踏
ま
え
、
何
と
し
て
も
時
効
前
の
解
決
に
向

け
て
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
新
聞
意
見
広
告
、
六
・

一
六
中
央
集
会
を
開
催
す
る
の
で
ご
協
力
を
。
自
衛

隊
を
自
衛
軍
と
明
示
す
る
新
憲
法
草
案
を
ま
と
め
、

通
常
国
会
に
国
民
投
票
法
案
を
提
出
し
よ
う
と
し
、

更
に
共
謀
罪
創
設
法
案
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
米
連
合
軍
を
構
想
す
る
な
ど
危
険
が

一
層
増
し
て
い
る
。
小
泉
内
閣
の
戦
争
の
で
き
る
国

づ
く
り
を
許
さ
ず
、
憲
法
九
条
堅
持
を
始
め
平
和
憲

法
を
守
る
国
民
的
な
闘
い
を
作
り
上
げ
よ
う
」
と
主

催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。

五
月
二
二
日
、
第
一
三
回
へ
ら
鮒
釣
り
大
会
が
、

さ
い
た
ま
市
「
武
蔵
の
池
」
で
開
催
さ
れ
た
。

天
気
予
報
は
晴
れ
だ
っ
た
が
、
終
日
曇
り
空
に
覆

わ
れ
、
方
向
の
定
ま
ら
な
い
風
の
吹
く
気
候
の
な
か

で
日
頃
の
腕
が
競
わ
れ
た
。

結
果
、
松
戸
電
車
区
Ｏ
Ｂ
の
相
原
清
さ
ん
が
、
三

三
・
二
ｋ
を
釣
り
上
げ
優
勝
し
た
。

【
成
績
】

優
　
勝
　
相
原
　
清
　
松
戸
電
車
区
Ｏ
Ｂ

準
優
勝
　
中
村
　
寛
　
松
戸
電
車
区

第
三
位
　
関
和
哲
夫
　
東
京
電
気
工
事
事
務
所


